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向上 (好奇 )心旺盛な 41 名の参加者による産学・年代を越えた賑やかな交流が行われた。  
 
 
1 .  講演会  
「京都市産業技術研究所におけるセルロースナノファイバー材料の開発」    
京都市産業技術研究所  高分子系チーム  仙波  健  先生  
セルロースナノファイバー (CNF)材料の開発に関する最近の研究成果 3 件をお話し頂いた。
1 件目は、化学変性 CNF のプラスチック強化剤としての利用についてであった。化学変性
により、熱劣化という CNF の弱点を克服したほか、易解繊性を付与してパルプの CNF 化
における多大なエネルギーコストの低減を達成された。また、化学変性で CNF とプラスチ
ックの相溶性を向上させることで、複合材料の曲げ特性が向上するとのことであった。 2
件目は CNF 強化ポリプロピレン (PP)の発泡成形についてであった。CNF は発泡核剤として
働いて生成気泡を増加させ、加えて粘弾性の変化により気泡成長が抑制された。これによ
り、微細な気泡が多数存在する PP 発泡体が得られ、低比重でありながら曲げ弾性率に優
れた“軽くて強い”材料となった。 3 件目は CNF の染色とそれを用いた熱可塑性樹脂複合
材料の開発についてであった。染料による CNF の着色に成功し、さらに染色 CNF どうし
の混合により、容易に任意の色相の表現が可能となった。セルロース材料の欠点を克服し、




「京都市産業技術研究所における感性研究～化粧用具の使い心地を評価する～」    











 ＜写真 1：講演会の様子＞  
 
「たかが木目、されど木目」    



















「セルロース長繊維複合糸による機能肌着の開発」    
















































 ＜写真 2：西本清一理事長からのご挨拶＞  
 
 ＜写真 3：京都市産業技術研究所の見学会＞  
 
 











 ＜写真 4：夕食＞  
 
 













色を楽しめない )の内装への採用を目論む、意欲的な発表であった。  
 


















D 班  「森を感じる寝具 -五感で感じる新規セルロース材料 -」    
人の五感、全てに「森」を感じさせる寝具をセルロースで提供するユニークな発表であっ
た。まず、枕やマットレス、パジャマを化学修飾したセルロース糸 (あるいは複合糸 )で作
製して森林中の適度な湿気や苔の感触 (触覚 )を、枕を栗やキノコ型にして (視覚から )味覚を、
さらにそれらに香り付きのカプセルを内包させることで嗅覚をそれぞれ感じさせるアイデ
アが提案された。また、高機能紙を用いて壁紙を森の柄にすることで視覚に森を感じさせ、
最後は眠りにつくときに鳥の声が聞こえる (気がする！？ )と締め括られた。  
 



















杉村  和紀  
所属：  京都大学大学院農学研究科  森林科学専攻  教務補佐員  博士 (農学 )  
住所：  〒 606-8502 京都市左京区北白川追分町  
略歴：  2013 年 3 月  京都大学大学院農学研究科  博士後期課程  指導認定退学後、京都大学
大学院農学研究科  技術補佐員  
 2015 年より現職  
専門：  生物材料機能学  
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所属：  京都大学大学院農学研究科  森林科学専攻  日本学術振興会特別研究員 (PD) 博士
(工学 )  
住所：  〒 606-8502 京都市左京区北白川追分町  
略歴：  2014 年  東京農工大学大学院工学研究院  博士課程修了後、東京農工大学工学部  特
任助教  
 2015 年より現職  
専門：  イオン液体、セルロース誘導体  







清水  吉彦  
所属：  京都大学化学研究所  高分子材料設計領域  博士後期課程  
 松本油脂製薬株式会社  第二研究部  
住所：  〒 611-0011  京都府宇治市五ケ庄  
略歴：  2002 年  大阪大学大学院工学研究科  修士課程修了後、松本油脂製薬 (株 )  (現職 )  
 2015 年より京都大学化学研究所  在学  
専門：  繊維加工  
趣味：  鉄道旅行、家庭菜園、家族サービス  
＜顔写真＞  
 
